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笑
う
教
示
者
|
|
楚
辞
「
漁
父
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
|
|
は
じ
め
に
楚
辞
の
「
ト
居
」
及
び
「
漁
父
」
に
つ
い
て
、
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
は
い
ず
れ
も
「
屈
原
の
作
る
所
な
り
。
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
議
論
が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
両
篤
は
と
も
に
、
他
の
楚
辞
作
品
と
は
異
な
る
形
態
を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
卜
居
」
で
は
卜
者
の
鄭
篇
表
と
屈
原
と
の
対
話
を
、
「
漁
父
」
で
は
一
人
の
漁
師
と
屈
原
と
の
対
話
を
、
い
ず
れ
も
問
客
観
的
に
語
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
お
り
、
屈
原
は
登
場
人
物
の
一
決
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
晴
特
に
「
漁
父
」
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
同
じ
も
の
が
、
宣
言
屈
原
教
頁
生
列
伝
の
中
に
、
屈
原
の
作
品
と
し
て
で
は
な
く
、
屈
原
に
関
す
釣
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
明
清
朝
lt
は
す
で
に
、
作
者
を
屈
原
と
す
る
と
と
を
疑
う
意
見
が
現
れ
は
じ
め
、
2
民
国
期
に
入
る
と
、
務
国
恩
・
陸
侃
如
ら
が
論
拠
を
挙
げ
て
、
「
卜
居
」
矢
回
尚
子
「
漁
父
」
は
後
世
の
人
間
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
そ
の
結
果
、
両
作
品
は
い
わ
ゆ
る
「
屈
賦
」
か
ら
は
除
外
さ
れ
、
楚
辞
研
究
の
分
野
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
た
と
え
屈
原
の
「
作
品
」
と
し
て
の
価
値
は
失
っ
た
と
し
て
も
、
両
作
品
は
「
屈
原
を
描
い
た
物
語
」
と
し
て
の
資
料
的
価
値
を
有
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
戦
国
末
か
ら
漢
代
に
か
け
て
通
行
し
て
い
た
屈
原
像
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
両
作
品
の
う
ち
、
「
漁
父
」
を
取
り
上
げ
、
特
に
そ
の
終
盤
部
分
に
注
目
し
、
過
去
の
注
釈
者
た
ち
の
様
々
な
意
見
を
概
観
し
た
上
で
、
当
該
作
品
の
持
つ
意
味
、
及
び
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
屈
原
像
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
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「
史
記
』
屈
原
貫
生
列
伝
の
「
漁
父
」
と
『
楚
辞
章
句
』
所
収
「
漁
父
」
ま
ず
「
漁
父
」
全
体
を
、
(
一
)
冒
頭
、
(
二
)
中
盤
、
(
三
)
終
盤
の
三
つ
の
部
分
に
分
け
た
上
で
、
①
『
史
記
』
屈
原
買
生
列
伝
に
採
録
さ
れ
た
も
の
と
、
②
『
楚
辞
章
句
』
に
収
め
ら
れ
た
も
の
を
比
較
し
な
が
ら
掲
げ
針
。
(
一
)
冒
頭
冒
頭
部
分
に
関
し
て
は
、
①
と
②
と
の
聞
に
差
異
は
殆
ど
な
い
。
①
で
は
、
上
官
大
夫
の
議
言
に
よ
り
、
楚
王
が
周
原
を
退
け
た
、
と
い
う
内
容
の
文
章
に
続
げ
て
、
漁
父
が
屈
原
に
出
会
う
様
子
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
①
周
原
至
於
江
演
、
被
髪
行
吟
漂
畔
、
顔
色
樵
伴
、
形
容
枯
楠
。
漁
父
見
而
間
之
目
、
子
非
三
聞
大
夫
敗
。
何
故
而
至
此
。
(
屈
原
江
演
に
至
り
、
被
髪
し
て
津
畔
に
行
吟
す
る
に
、
顔
色
は
憶
惇
し
、
形
容
は
枯
稿
す
。
漁
父
見
て
之
れ
に
聞
い
て
日
く
、
「
子
は
三
閣
大
夫
に
非
ざ
る
か
。
何
の
故
に
此
乙
に
至
る
や
」
と
。
)
一
方
、
②
で
は
、
王
逸
の
序
の
後
、
物
語
は
次
の
よ
う
に
始
ま
っ
て
い
る
。
②
周
原
既
放
、
遊
於
江
湾
、
行
時
四
陣
畔
、
顔
色
機
体
、
形
容
枯
稿
。
漁
父
見
市
問
之
目
、
子
非
三
聞
大
夫
輿
。
何
故
至
於
斯
。
(
周
原
既
に
放
た
れ
て
、
江
の
湾
に
遊
び
、
津
の
畔
に
行
吟
す
る
に
、
顔
色
は
憐
伴
し
、
形
容
は
枯
稿
す
。
漁
父
見
て
之
れ
に
問
い
て
日
く
、
「
子
は
三
聞
大
夫
に
非
ざ
る
か
。
何
の
故
に
斯
こ
に
至
る
や
」
と
。
)
(
ニ
)
中
盤
中
盤
部
分
に
つ
い
て
も
、
ら
れ
な
い
。
①
屈
原
田
、
血
中
世
混
濁
市
我
濁
清
。
衆
人
皆
醇
而
我
猫
醒
。
是
以
見
放
。
漁
父
目
、
聖
人
者
不
凝
滞
於
物
而
能
輿
世
推
移
。
臨
苧
世
混
濁
、
何
不
随
其
流
而
揚
其
波
。
衆
人
皆
酔
、
何
不
舗
其
糟
而
畷
其
繭
。
何
故
懐
瑳
握
時
棚
、
而
自
令
見
放
局
。
(
屈
原
田
く
、
「
世
す
を
稽
げ
て
混
濁
し
て
我
れ
濁
り
清
む
。
衆
人
皆
な
酔
い
て
我
れ
濁
り
醒
む
。
是
こ
を
以
て
放
た
る
」
と
。
漁
父
臼
く
、
「
聖
人
は
物
に
凝
滞
せ
ず
し
て
能
く
世
と
推
移
す
。
世
を
事
げ
て
混
濁
す
れ
ば
、
何
ぞ
其
の
流
れ
に
随
い
て
其
の
波
を
揚
げ
ざ
る
や
。
衆
か
す
〈
し
る
人
皆
な
醇
わ
ば
、
何
ぞ
其
の
糟
を
舗
ら
い
て
其
の
闘
を
畷
ら
ざ
る
や
。
何
の
故
に
暗
唱
を
懐
き
璃
を
握
る
に
、
自
ら
放
た
れ
し
む
る
を
局
す
や
」
と
。
)
②
屈
原
目
、
血
中
世
皆
濁
、
我
濁
清
。
衆
人
皆
醇
、
我
猫
醒
。
是
以
見
放
。
漁
父
目
、
聖
人
不
凝
滞
於
物
而
能
輿
世
推
移
。
世
人
皆
濁
、
何
不
泥
其
泥
市
揚
其
波
。
衆
人
皆
醇
、
何
不
備
其
糟
而
敵
一
カ
所
を
除
い
て
両
者
の
聞
に
差
は
見
其
眼
。
何
故
深
思
高
翠
、
自
令
-
劇
斜
。
(
周
原
田
く
、
「
世
を
器
げ
て
皆
な
濁
り
、
我
れ
濁
り
清
む
。
衆
人
皆
な
醇
い
、
我
れ
濁
り
醒
む
。
是
こ
を
以
て
放
た
る
」
と
。
漁
父
日
く
、
「
聖
人
は
物
に
凝
滞
せ
ず
し
て
能
く
世
と
推
移
す
。
世
人
皆
な
濁
ら
ば
、
何
に
ご
ぞ
其
の
泥
を
泊
し
て
其
の
波
を
揚
げ
ざ
る
や
。
衆
人
皆
な
酔
わ
う
す
ぎ
け
i
l
l
1
1
ば
、
何
ぞ
其
の
糟
を
舗
ら
い
て
其
の
脇
を
歓
ら
ざ
る
や
。
何
の
制
叫
測
り
刷
川
割
引
網
州
引
引
寸
副
引
創
剖
利
リ
剖
刻
刻
創
引
や
」
と
。
)
異
な
る
一
カ
所
と
い
う
の
は
、
傍
線
を
付
し
た
部
分
で
、
①
で
は
「
何
の
故
に
瑳
を
懐
き
識
を
握
る
に
(
懐
瑳
握
稔
)
、
自
ら
放
た
れ
し
む
る
を
属
す
や
」
と
な
っ
て
い
る
漁
父
の
発
言
が
、
②
で
は
「
何
の
故
に
深
く
思
い
高
く
血
中
が
り
て
(
深
思
高
血
中
)
、
自
ら
放
た
れ
し
む
る
を
矯
す
や
」
と
な
っ
て
い
る
。
①
の
「
懐
瑳
握
聡
」
と
い
う
表
現
は
、
『
史
記
』
及
び
楚
辞
「
九
章
」
に
収
め
ら
れ
る
「
懐
沙
」
に
も
見
え
て
お
り
、
そ
と
で
は
「
任
重
く
b
た
区
誠
盛
ん
な
る
も
陥
滞
し
て
滑
ら
れ
ず
、
理
を
懐
き
聡
を
握
る
も
伐
窮
し
て
示
す
所
を
知
ら
ず
(
任
重
載
盛
守
陪
滞
而
不
済
、
懐
理
握
者
稔
分
窮
不
知
所
一
脱
こ
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
多
く
の
荷
一刀教
物
を
背
負
っ
て
い
て
も
、
穴
に
落
ち
込
ん
で
は
先
に
進
め
な
い
。
美
知
し
い
玉
を
持
っ
て
い
て
も
、
逆
境
に
あ
っ
て
は
そ
れ
を
示
す
相
手
が
3
い
な
い
。
」
と
い
う
の
は
、
つ
ま
り
、
「
重
要
な
任
務
を
担
っ
て
い
て
2
も
、
議
言
に
遭
っ
て
し
ま
っ
て
は
そ
れ
を
遂
行
で
き
な
い
。
す
ぐ
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い
て
も
、
任
用
さ
れ
な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
よ
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
懐
斑
握
聡
」
と
い
う
の
は
、
人
の
美
質
や
才
能
を
、
美
し
い
玉
を
持
っ
て
い
る
乙
と
に
喰
え
た
比
喰
で
あ
り
、
①
の
傍
線
部
分
は
「
ど
う
し
て
(
あ
な
た
は
)
美
質
や
才
能
に
恵
ま
れ
て
い
な
が
ら
、
自
ら
放
逐
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
一
方
、
②
の
傍
線
部
分
に
つ
い
て
は
、
「
深
思
高
拳
」
を
玉
逸
の
「
濁
り
忠
直
を
行
う
(
調
行
忠
直
こ
と
い
う
注
に
従
っ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
「
ど
う
し
て
(
あ
な
た
は
)
深
く
思
い
憂
い
、
孤
高
の
態
度
を
と
っ
て
、
自
ら
放
逐
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
①
の
傍
線
部
分
が
、
屈
原
の
美
質
・
才
能
を
提
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
②
の
傍
線
部
分
は
、
屈
原
の
孤
高
を
よ
り
強
調
し
て
い
る
と
言
え
る
。
(
=
一
)
終
盤
①
と
②
の
最
大
の
違
い
は
、
終
盤
に
あ
る
。
屈
原
の
台
詞
の
後
、
①
で
は
「
乃
ち
懐
沙
の
賦
を
作
る
。
其
の
僻
に
日
く
目
」
と
、
直
接
「
懐
沙
の
賦
」
が
続
く
の
に
対
し
、
②
に
は
、
抽
出
父
が
「
莞
爾
と
し
て
笑
い
」
、
所
謂
「
槍
浪
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
去
り
、
「
復
た
輿
に
き
一
回
わ
」
な
か
っ
た
、
と
い
う
、
傍
線
で
示
し
た
部
分
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
①
屈
原
田
、
吾
聞
之
、
新
体
者
必
弾
冠
、
新
浴
者
必
振
衣
。
人
又
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誰
能
以
身
之
察
察
、
受
物
之
波
決
者
乎
。
寧
赴
常
流
而
葬
乎
江
魚
之
腹
中
耳
。
又
安
能
以
暗
暗
之
白
而
蒙
世
之
温
蝶
乎
。
(
屈
原
田
く
、
「
吾
れ
之
れ
を
聞
く
、
『
新
た
に
休
す
る
者
は
必
ず
冠
を
弾
き
、
新
た
に
浴
す
る
者
は
必
ず
衣
を
振
う
』
と
。
人
又
た
ーもん
誰
れ
か
能
く
身
の
察
察
た
る
を
以
て
、
物
の
波
波
た
る
を
受
け
ん
や
。
寧
ろ
常
流
に
赴
き
て
江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
れ
ん
の
み
。
又
い
ず
〈
た
安
ん
ぞ
能
く
培
暗
た
る
の
白
き
を
以
て
世
の
温
蝶
を
蒙
ら
ん
や
」
と
。
)
②
屈
原
目
、
吾
聞
之
、
新
体
者
必
弾
冠
、
新
浴
者
必
振
衣
。
安
能
以
身
之
察
察
、
受
物
之
波
決
者
乎
。
寧
赴
湘
流
、
葬
於
江
魚
之
腹
中
。
又
安
能
以
暗
暗
之
白
、
而
蒙
世
俗
之
塵
挨
乎
。
劇
刻
剰
刺
耐
判
制
制
剤
到
1
劇
司
制
測
剖
刻
淵
司
可
凶
樹
園
同
捌
叫
組
制
刻
刻
湖
矧
可
制
凶
潤
剖
創
刊
凶
到
叶
村
銅
剣
司
。
(
屈
原
田
く
、
「
吾
れ
之
れ
を
聞
く
、
『
新
た
に
休
す
る
者
は
必
ず
冠
を
弾
き
、
新
た
に
浴
す
る
者
は
必
ず
衣
を
振
う
」
と
。
安
ん
ぞ
能
く
身
の
察
察
た
る
を
以
て
、
物
の
波
波
た
る
を
受
け
ん
や
。
寧
ろ
湘
流
に
赴
き
て
、
江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
れ
ん
。
又
た
安
ん
ぞ
能
く
陪
培
た
る
の
白
き
を
以
て
、
世
俗
の
塵
挨
を
蒙
ら
ん
や
」
と
。
漁
父
莞
爾
と
し
て
笑
い
、
植
を
鼓
し
て
去
る
に
、
歌
い
て
自
社
斗
淵
測
釧
桐
淵
剖
凶
叶
凶
引
剖
州
側
剖
湖
引
ぺ
U
叶
剖
測
釧
水
濁
ら
ば
、
以
て
吾
が
足
を
濯
う
ベ
し
」
と
。
遂
に
去
り
て
、
復
刻
創
日
割
削
明
。
)
「
治
浪
歌
」
に
つ
い
て
「
川
の
水
が
澄
ん
だ
ら
、
そ
の
水
で
私
の
冠
の
紐
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
川
の
水
が
濁
っ
た
ら
、
そ
の
水
で
私
の
足
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
」
と
歌
う
「
治
浪
歌
」
は
、
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
に
「
面
市
子
歌
」
と
し
て
見
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
孟
子
日
、
不
仁
者
可
輿
雷
同
哉
。
安
其
危
、
而
利
其
替
、
築
其
所
以
亡
者
。
不
仁
而
可
輿
言
、
則
何
亡
園
敗
家
之
有
。
有
蒲
子
歌
目
、
治
浪
之
水
清
今
、
可
以
濯
我
線
。
槍
浪
之
水
濁
今
、
可
以
調
剣
則
。
孔
子
日
、
小
子
聴
之
。
清
斯
濯
級
、
濁
斯
濯
足
実
。
白
取
之
也
。
夫
人
必
自
侮
然
後
人
侮
之
。
家
必
自
殿
市
後
人
殻
之
。
図
必
自
伐
市
後
人
伐
之
。
大
甲
田
、
天
作
摩
猶
可
途
、
自
作
摩
不
可
活
。
此
之
謂
也
。
(
孟
子
日
く
、
「
不
仁
者
は
輿
に
言
う
ベ
わ
ざ
わ
け
ん
や
。
其
の
危
う
き
を
安
し
と
し
、
其
の
奮
い
を
利
と
し
、
其
の
亡
ぶ
所
以
の
者
を
楽
し
む
。
不
仁
に
し
て
奥
に
言
う
べ
く
ん
ば
、
則
ち
何
の
亡
図
敗
家
か
之
れ
有
ら
ん
。
綱
引
割
引
制
叫
引
岡
引
」
謝
料
例
刻
淵
剖
問
凶
引
制
州
側
刻
粧
引
ぺ
U
叫
謝
測
の
水
濁
ら
ば
、
以
て
我
が
足
を
濯
う
ベ
し
』
と
。
孔
子
日
く
、
『
小
子
之
れ
を
聴
け
。
清
ま
ば
斯
ち
級
を
漂
わ
れ
、
濁
ら
ば
斯
ち
足
を
濯
わ
る
。
自
ら
之
れ
を
取
る
な
り
』
と
。
夫
れ
人
は
必
ずとぽ
自
ら
侮
り
て
然
る
後
に
人
之
れ
を
侮
る
。
家
は
必
ず
自
ら
毅
ち
て
而
る
後
に
人
之
れ
を
鍛
つ
。
閣
は
必
ず
自
ら
儲
り
て
而
わ
ざ
わ
る
後
に
人
之
れ
を
伐
る
。
大
甲
日
く
、
『
天
の
作
せ
る
墜
い
は
さ
い
猶
お
違
く
べ
き
も
、
自
ら
作
せ
る
掌
い
は
活
く
べ
か
ら
ず
』
と
。
此
れ
之
の
謂
い
な
り
」
と
。
)
「
謂
子
歌
」
は
、
「
吾
」
が
「
我
」
と
な
っ
て
い
る
以
外
、
「
槍
浪
歌
」
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
春
秋
戦
周
期
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
民
歌
の
一
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
孔
子
は
こ
の
歌
を
「
川
の
水
が
澄
ん
で
い
れ
ば
、
人
は
大
切
な
冠
の
紐
を
洗
い
、
濁
っ
て
い
れ
ば
、
人
は
汚
れ
た
足
を
洗
う
。
ど
ち
ら
も
川
の
水
が
自
ら
招
い
た
結
果
で
あ
る
」
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
、
栄
辱
は
人
が
自
分
で
招
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
己
を
律
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
説
く
。
し
か
し
、
楚
辞
「
漁
父
」
で
は
、
自
ら
の
清
廉
さ
を
頑
な
に
守
ろ
う
と
す
る
屈
原
に
対
し
、
漁
父
は
「
川
の
水
が
清
け
れ
ば
冠
の
紐
を
洗
い
、
水
が
濁
れ
ば
足
を
洗
う
よ
う
に
、
周
囲
の
状
況
に
合
わ
せ
て
臨
機
応
変
に
行
動
す
る
の
が
得
策
だ
」
と
い
う
処
世
訓
と
し
て
こ
の
歌
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
槍
浪
歌
」
が
、
②
楚
辞
「
漁
父
」
に
は
あ
っ
て
、
①
『
史
聞
記
』
周
原
賀
生
列
伝
に
は
な
い
こ
と
に
つ
い
で
、
中
島
千
秋
氏
は
次
俣
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
諸
司
馬
遷
は
こ
の
歌
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
或
教
は
知
っ
て
い
て
も
妥
当
で
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
削
っ
た
の
か
。
釣
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
真
相
を
つ
か
む
乙
と
は
む
つ
か
し
い
。
王
逸
の
収
録
し
た
頃
ま
で
に
、
歌
が
つ
け
加
え
ら
れ
て
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
司
馬
遷
の
頃
は
そ
の
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歌
が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
文
あ
っ
た
と
し
て
も
削
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
歌
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
屈
原
を
漁
父
が
批
判
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
当
然
「
雅
馴
」
で
な
い
も
の
と
し
て
削
除
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
史
記
に
歌
が
な
か
っ
た
の
は
、
「
屈
原
伝
」
と
し
て
は
正
し
い
こ
と
で
あ
っ
目
。
確
か
に
、
最
後
の
「
槍
浪
歌
」
の
有
無
は
、
こ
の
物
語
全
体
の
意
味
内
容
を
左
右
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
①
の
よ
う
に
「
治
浪
歌
」
が
な
げ
れ
ば
、
物
語
全
体
は
、
周
原
が
、
俗
世
に
汚
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
己
の
強
い
信
念
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
②
の
よ
う
に
最
後
に
「
槍
浪
歌
」
が
あ
れ
ば
、
物
語
全
体
は
、
俗
世
に
順
応
し
て
い
く
術
を
知
ら
な
い
屈
原
を
漁
父
が
批
判
し
た
も
の
と
な
る
。中
島
千
秋
氏
に
よ
れ
ば
、
楚
辞
「
漁
父
」
で
、
漁
父
が
屈
原
を
批
判
し
て
い
る
と
と
は
、
作
品
の
形
式
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
。
か
く
し
て
、
屈
原
、
漁
父
、
周
原
、
漁
父
(
歌
)
の
順
序
に
問
答
が
反
復
さ
れ
、
漁
父
の
歌
で
終
っ
て
い
る
。
か
か
る
問
答
の
聞
に
地
の
文
が
な
く
て
、
た
だ
両
人
の
会
話
の
科
白
だ
け
が
あ
る
も
の
は
、
最
後
の
科
白
を
述
べ
る
乙
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
も
の
が
敗
者
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
と
で
漁
父
の
治
浪
の
歌
に
つ
い
で
屈
原
の
歌
で
も
あ
っ
た
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
そ
の
歌
で
終
了
し
た
形
式
に
な
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っ
て
い
る
以
上
、
屈
原
が
ま
け
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
「
漁
父
」
の
作
者
を
屈
原
だ
と
す
る
、
過
去
の
多
く
の
注
釈
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
こ
の
考
え
方
は
受
け
容
れ
ら
れ
ま
い
。
彼
ら
は
、
泊
羅
に
身
を
投
げ
て
世
俗
の
汚
れ
を
避
け
た
屈
原
が
、
漁
父
の
言
葉
を
真
に
受
付
て
自
分
の
「
ま
行
」
を
認
め
る
よ
う
な
作
品
を
残
す
は
ず
が
な
い
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
「
不
復
興
言
」
の
主
語
に
つ
い
て
(
ご
主
語
を
屈
原
と
す
る
解
釈
恐
ら
く
そ
の
よ
う
な
矛
盾
に
陥
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
過
去
の
注
釈
の
中
に
は
、
作
品
の
最
後
の
一
勾
「
復
た
輿
に
雪
一
同
わ
ず
(
不
復
興
言
こ
の
主
語
を
屈
原
と
見
な
す
も
の
が
多
く
あ
る
。
「
槍
浪
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
去
っ
て
い
く
漁
父
に
対
し
、
も
し
屈
原
が
「
彼
(
漁
父
)
は
、
私
が
と
も
に
語
る
べ
き
相
手
で
は
な
い
」
と
、
そ
れ
以
上
の
対
話
を
拒
否
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
屈
原
は
最
後
に
無
言
で
漁
父
を
批
判
し
た
乙
と
に
な
り
、
少
な
く
と
も
「
屈
原
が
ま
け
た
こ
と
」
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
明
の
涯
環
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
遂
去
、
周
子
申
紀
漁
父
歌
罷
、
遂
鼓
柑
遠
去
、
而
己
不
復
得
輿
之
言
也
。
或
目
、
蓋
屈
子
自
言
己
別
漁
父
市
去
、
不
復
興
之
言
也
。
漁
父
因
上
章
周
子
之
言
一
、
而
知
濁
行
之
志
決
不
肯
愛
。
故
不
復
再
一
盲
。
於
是
笑
歌
而
去
、
自
適
其
適
也
。
周
子
之
意
亦
自
謂
各
行
其
志
云
耳
、
復
何
言
哉
。
(
「
遂
に
去
る
」
と
は
、
屈
子
か
さ
お
わ
申
ね
て
漁
父
の
歌
罷
り
、
遂
に
植
を
鼓
し
て
遠
く
去
り
て
、
己
れ
復
た
之
れ
と
一
吉
う
を
得
ざ
る
を
紀
す
な
り
。
或
る
ひ
と
臼
く
、
「
蓋
し
周
子
自
ら
己
れ
漁
父
と
別
れ
て
去
り
、
復
た
之
れ
と
言
わ
ざ
る
を
雪
一
同
う
な
り
」
と
。
漁
父
は
上
章
の
屈
子
の
き
一
回
に
因
り
て
、
濁
行
の
志
の
決
し
て
鎧
う
る
を
肯
ん
ぜ
ざ
る
を
知
る
。
故
に
復
た
再
び
は
言
わ
ず
。
是
こ
に
於
い
て
笑
い
歌
い
て
去
り
、
自
ら
其
の
適
す
る
と
こ
ろ
に
適
す
る
な
り
。
屈
子
の
意
も
亦
た
自
ら
謂
え
ら
く
各
お
の
其
の
志
を
行
う
の
み
に
し
て
、
復
た
何
を
か
一
吉
わ
ん
や
と
。
)
こ
の
中
で
涯
唆
は
、
「
或
る
ひ
と
」
の
意
見
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
の
意
見
で
は
、
「
遂
に
去
り
て
」
と
「
復
た
奥
に
言
わ
ず
」
の
主
語
は
と
も
に
屈
原
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
注
竣
自
身
は
、
「
遂
に
去
り
て
」
の
主
語
を
漁
父
、
「
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
の
主
語
を
屈
原
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
清
代
の
注
釈
者
た
ち
の
多
く
も
同
様
に
、
「
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
の
主
語
を
屈
原
と
見
な
し
て
い
る
。
例
え
ば
蒋
験
は
、
「
漁
父
遂
に
去
り
て
、
原
も
亦
た
復
た
輿
に
言
わ
ず
、
各
お
の
其
の
志
を
行
う
な
り
。
(
漁
父
遂
去
、
而
原
亦
不
復
興
言
、
各
行
其
志
由
。
)
」
と
注
し
て
い
る
。
王
邦
采
は
、
「
遂
に
去
り
て
、
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
の
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
上
有
鼓
椴
而
去
、
但
載
歌
詞
亦
可
以
止
。
更
賛
此
句
者
、
漁
父
遂
去
不
顧
、
原
亦
不
復
興
一
言
。
蓋
雨
無
言
也
。
(
上
に
「
粧
を
鼓
し
て
去
る
」
有
れ
ば
、
但
だ
歌
詞
を
載
す
る
の
み
な
る
も
亦
た
以
て
止
む
可
し
。
更
に
此
の
句
を
賛
す
る
は
、
漁
父
遂
に
去
り
て
顧
み
ず
、
原
も
亦
た
復
た
輿
に
言
一
わ
ざ
れ
ば
な
り
。
蓋
し
雨
つ
な
が
ら
無
言
な
ら
ん
。
)
す
で
に
「
植
を
鼓
し
て
去
る
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
作
品
は
「
槍
浪
歌
」
で
終
わ
っ
て
い
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
そ
の
後
に
ま
た
「
遂
に
去
り
て
、
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
漁
父
が
去
り
、
屈
原
も
再
び
彼
と
言
葉
を
交
わ
さ
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
夏
大
森
は
、
屈
原
の
「
新
た
に
休
す
る
者
は
:
・
」
と
い
う
台
詞
に
つ
い
て
、
「
そ
の
強
い
口
調
は
、
人
に
口
を
差
し
挟
む
余
地
を
与
え
な
か
っ
た
。
そ
乙
で
、
漁
父
は
た
だ
笑
う
乙
と
し
か
で
き
ず
、
屈
原
も
二
度
と
彼
と
話
を
し
た
が
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
(
辞
気
激
回
烈
、
使
人
無
置
吻
慮
。
漁
父
只
有
笑
了
、
周
子
也
不
欲
共
復
言
。
)
」
と
伐
述
べ
る
。
そ
し
て
「
遂
に
去
り
て
」
に
は
「
漁
父
が
去
っ
た
。
(
漁
父
荷
去
。
)
」
と
注
し
、
「
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
に
は
「
屈
原
が
二
度
と
話
を
殺
し
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
先
に
す
で
に
強
い
口
調
で
拒
絶
お
し
た
の
で
、
ζ
こ
で
は
そ
れ
以
上
言
わ
ず
、
先
の
言
葉
に
任
せ
た
の
で
あ
る
。
(
是
屈
子
不
復
興
言
。
上
節
己
用
激
烈
絶
之
、
此
線
上
節
η
E
 
:
也
。
)
」
と
注
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
清
期
の
注
釈
者
た
ち
は
、
屈
原
が
漁
父
に
「
ま
け
た
こ
と
」
に
な
る
の
を
避
け
る
べ
く
、
作
品
終
盤
部
分
の
解
釈
に
苦
心
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
(
ニ
)
主
逸
の
解
釈
と
こ
ろ
で
、
王
逸
は
「
漁
父
」
の
最
後
の
句
「
遂
に
去
り
て
、
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
の
主
語
を
屈
原
と
漁
父
の
ど
ち
ら
だ
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
漁
父
」
の
王
逸
注
は
主
に
四
字
句
か
ら
成
っ
て
お
目
、
当
該
箇
所
に
つ
い
て
も
「
道
員
に
合
す
る
な
り
。
(
合
道
異
也
。
)
」
と
四
字
を
費
や
す
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
、
屈
原
と
漁
父
の
ど
ち
ら
を
当
該
句
の
主
語
と
と
ら
え
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
王
逸
の
言
う
「
道
亘
異
に
合
す
る
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
い
か
な
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の
か
を
確
認
す
る
た
め
、
他
の
楚
辞
作
品
に
付
さ
れ
た
王
逸
注
の
中
か
ら
、
「
道
巽
」
と
い
う
語
を
拾
い
出
し
て
み
た
。
ま
ず
、
楚
辞
「
遠
遊
」
の
冒
頭
、
主
人
公
が
羽
化
登
遷
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
旅
立
つ
箇
所
に
付
さ
れ
た
王
逸
注
に
、
「
道
具
」
の
語
が
同
月
を
え
4
h
v
。
悲
時
俗
之
迫
阪
今
時
俗
の
迫
阪
な
る
を
悲
し
み
願
軽
血
中
而
遠
遊
軽
血
中
し
て
遠
遊
せ
ん
こ
と
を
願
う
【
王
逸
注
】
哀
衆
嫉
妬
、
迫
脅
賢
也
。
朝
刊
朔
避
世
、
求
週
劇
也
。
(
衆
の
嫉
妬
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し
て
、
迫
り
て
賢
を
脅
す
を
哀
し
む
な
り
。
朝
刊
期
し
て
世
を
避
け
、
道
民
を
求
む
る
な
り
。
)
王
逸
は
「
遠
遊
」
の
作
者
と
主
人
公
を
と
も
に
屈
原
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
「
道
県
」
を
求
め
て
旅
立
と
う
と
し
て
い
る
の
は
屈
原
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
楚
辞
「
惜
誓
」
に
付
せ
ら
れ
た
王
逸
注
に
も
「
道
民
」
と
い
う
語
が
現
れ
て
い
る
。
王
逸
は
「
惜
菅
」
の
こ
の
場
面
を
、
故
郷
を
離
れ
て
山
川
を
践
渉
し
、
遂
に
「
道
虞
」
を
得
た
主
人
公
が
、
朱
雀
に
先
導
さ
れ
、
太
一
神
の
象
牙
の
車
に
乗
っ
て
遊
行
す
る
様
子
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
登
蒼
天
市
高
邸
中
守
蒼
天
に
登
り
て
高
血
中
し
歴
衆
山
而
日
逮
衆
山
を
歴
て
日
び
遠
し
【
王
逸
注
】
雪
一
回
、
己
想
得
道
員
、
上
升
蒼
天
、
高
抗
志
行
、
経
歴
衆
山
、
去
我
郷
邑
、
日
以
遠
也
。
(
言
一
う
と
こ
ろ
は
、
己
道
民
を
得
ん
こ
と
を
想
い
、
蒼
天
に
上
升
し
て
、
志
行
を
高
抗
に
し
、
衆
山
を
経
歴
し
て
、
我
が
郷
邑
を
去
る
こ
と
、
日
び
以
て
遠
き
な
り
と
0
)
筆
北
極
而
一
息
今
吸
洗
溢
以
充
虚
【
王
逸
注
】
言
一
、
己
周
流
行
求
道
員
、
北
極
に
懇
り
て
一
息
し
洗
溜
を
吸
い
て
以
て
虚
を
充
た
す
翼
得
上
挙
北
極
之
星
、
且
休
息
、
吸
清
和
之
集
、
以
充
空
虚
、
療
飢
渇
也
。
(
一
百
同
う
と
こ
ろ
は
、
己
周
流
し
て
行
き
て
道
民
を
求
む
る
に
、
上
り
て
北
極
の
星
に
馨
る
を
得
て
、
E
く
休
息
し
、
清
和
の
気
を
吸
い
、
以
て
空
虚
を
充
い
や
た
し
、
飢
渇
を
療
さ
ん
こ
と
を
襲
う
な
り
と
。
)
飛
朱
鳥
使
先
駆
今
駕
太
一
之
象
輿
【
王
逸
注
】
言
、
己
吸
天
元
気
、
得
道
員
、
即
朱
雀
神
烏
盛
岡
我
先
導
、
遂
乗
太
一
神
象
之
輿
、
而
遊
戯
也
。
(
号
一
同
う
こ
と
ろ
は
、
己
天
の
元
気
を
吸
い
、
道
民
を
得
れ
ば
、
即
ち
朱
雀
の
神
鳥
我
が
矯
め
に
先
導
し
、
遂
に
太
一
神
の
象
の
輿
に
乗
り
て
、
遊
戯
す
る
な
り
と
。
)
「
惜
誓
」
の
作
者
に
つ
い
て
、
王
逸
は
「
誰
の
作
る
所
な
る
か
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
」
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
は
、
主
人
公
の
屈
原
が
懐
王
の
心
変
わ
り
を
誘
っ
た
も
の
だ
と
解
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
王
逸
の
考
え
で
は
、
乙
こ
で
「
道
具
」
を
得
て
い
る
主
人
公
は
屈
原
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
楚
辞
「
九
嘆
」
の
「
惜
賢
」
の
王
逸
注
に
も
、
主
人
公
が
仙
人
の
王
子
僑
を
追
い
か
け
て
「
道
員
」
を
学
ぽ
う
と
す
る
、
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
胞
子
僑
之
緯
走
今
朱
烏
を
朝
刊
は
し
て
先
駆
せ
し
め
太
一
の
象
輿
に
駕
す
子
僑
の
梓
走
し
申
徒
秋
之
赴
淵
【
王
逸
注
】
申
徒
秋
、
賢
者
。
避
世
不
仕
、
自
投
赴
河
也
。
言
、
己
修
善
不
見
進
用
、
意
欲
騒
馳
、
待
王
子
僑
、
随
之
緯
走
、
以
昌
平
道
員
。
又
見
申
徒
秋
避
世
赴
河
、
意
中
紛
飢
、
不
知
所
行
也
。
(
申
徒
秋
は
、
賢
者
な
り
。
世
を
避
け
て
仕
え
ず
、
自
ら
投
じ
て
河
に
赴
く
な
り
。
言
う
ζ
こ
ろ
は
、
己
善
を
修
む
る
も
進
用
せ
ら
れ
ず
、
意
う
に
騒
馳
し
て
、
王
子
僑
を
待
ち
、
之
れ
に
随
い
て
緯
走
し
、
以
て
道
員
を
皐
ば
ん
と
欲
す
。
又
た
申
徒
狭
の
世
を
避
げ
て
河
に
赴
く
を
見
れ
ば
、
意
中
紛
飢
と
し
て
、
行
く
所
を
知
ら
ざ
る
な
り
と
。
)
王
逸
に
よ
れ
ば
、
「
九
嘆
」
は
劉
向
の
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
放
逐
さ
れ
た
屈
原
が
な
お
懐
王
を
念
い
、
嘆
く
様
子
を
詠
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
主
人
公
、
即
ち
叙
述
の
主
体
は
屈
原
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
間
以
上
の
用
例
か
ら
、
王
逸
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
楚
辞
作
品
の
中
で
伐
「
道
県
」
を
得
た
り
、
「
道
虞
」
を
学
ぽ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
の
は
、
荷
全
て
屈
原
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
教
で
は
、
「
漁
父
」
の
「
遂
に
去
り
て
、
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
と
い
う
釣
勾
に
王
逸
が
「
道
具
に
合
す
る
な
り
」
と
注
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
王
9
逸
は
こ
こ
の
主
語
を
屈
原
だ
と
見
な
し
て
い
る
、
と
考
え
て
よ
い
か
2
と
い
う
と
、
事
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
改
め
て
王
逸
注
に
お
申
徒
秋
の
淵
に
赴
く
に
躯
く
け
る
「
道
輿
」
の
使
用
例
を
見
て
み
る
と
、
王
逸
が
「
道
真
」
と
い
う
語
を
「
登
遷
者
の
境
地
」
と
い
う
意
味
で
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
世
俗
か
ら
身
を
隠
し
た
隠
士
で
あ
る
漁
父
が
「
道
具
に
合
す
る
」
人
物
と
し
て
、
当
該
句
の
主
語
と
見
な
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
高
い
。
結
局
の
所
、
王
逸
が
当
該
句
の
主
語
を
屈
原
と
漁
父
の
ど
ち
ら
と
見
な
し
て
い
る
の
か
は
、
不
明
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
(
三
)
主
語
を
漁
父
と
す
る
解
釈
は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
国
期
以
後
で
は
、
「
漁
父
」
を
屈
原
の
作
品
で
は
な
く
、
後
世
の
人
間
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
見
は
、
前
節
で
見
た
注
釈
者
た
ち
の
よ
う
に
、
「
作
者
で
あ
る
周
原
が
自
ら
の
負
け
を
作
品
に
詠
む
は
ず
は
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
解
釈
上
の
束
縛
を
受
け
な
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
、
「
遂
に
去
り
て
、
復
た
輿
に
一
言
わ
ず
」
の
主
語
を
漁
父
と
す
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
郭
沫
若
氏
は
、
「
漁
父
莞
爾
と
し
て
笑
い
」
以
下
を
「
老
人
は
に
っ
こ
り
と
笑
い
、
船
べ
り
を
叩
き
な
が
ら
、
歌
を
歌
っ
た
。
そ
し
て
老
人
は
去
っ
て
行
き
、
二
度
と
屈
原
と
話
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
(
老
人
微
微
地
笑
著
，
一
面
敗
著
船
漣
，
一
面
唱
著
歌
:
:
:
老
人
各
自
走
了
，
波
有
再
和
屈
原
説
話
。
)
」
と
解
し
て
い
る
。
藤
野
岩
友
氏
も
「
こ
う
し
て
漁
父
は
去
り
、
も
う
ふ
た
た
び
屈
原
と
語
り
。
合
わ
な
か
っ
た
。
」
と
訳
し
て
い
る
。
宇
」
の
他
、
近
年
の
訳
注
本
で
も
3
「
彼
は
去
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
二
度
と
屈
原
と
は
話
さ
な
か
っ
た
。
(
匁
}
(
他
走
了
不
再
和
屈
原
説
話
。
)
」
、
「
そ
の
ま
ま
速
く
去
り
行
き
、
再
び
屈
原
と
話
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
(
就
此
遼
走
，
再
波
有
限
屈
原
【
M
V
説
什
麿
。
)
」
と
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
主
語
は
漁
父
に
な
っ
て
い
る
。
屈
原
に
対
す
る
漁
父
の
態
度
に
つ
い
て
で
は
、
「
漁
父
」
の
作
者
を
屈
原
よ
り
後
の
人
間
と
す
る
意
見
の
持
ち
主
が
全
て
、
漁
父
と
の
問
答
に
お
い
て
「
屈
原
が
ま
け
た
」
と
判
断
し
、
当
該
作
品
を
、
漁
父
が
屈
原
を
批
判
し
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
「
漁
父
」
が
「
治
浪
歌
」
で
終
わ
っ
て
い
る
以
上
、
「
屈
原
が
ま
げ
た
こ
と
」
に
な
る
の
だ
と
し
て
い
る
中
島
氏
自
身
、
同
じ
論
文
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。
然
し
よ
く
み
れ
ば
、
歌
が
く
る
ま
で
の
屈
原
の
汚
濁
に
身
を
お
乙
う
と
せ
ぬ
意
志
と
こ
の
相
反
す
る
隠
遁
的
思
想
と
は
、
相
対
照
し
な
が
ら
、
屈
原
の
入
水
の
行
為
又
は
そ
の
意
志
を
更
に
美
し
く
、
そ
し
て
感
慨
深
い
も
の
に
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
と
の
歌
は
批
判
し
な
が
ら
も
、
な
お
屈
原
の
行
為
を
逆
接
的
に
是
認
し
て
い
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
入
水
を
詠
嘆
す
る
感
動
を
A
お
)
与
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
こ
と
を
小
嶋
政
雄
氏
は
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
。
ト
居
と
漁
父
は
同
じ
テ
!
?
を
取
扱
ひ
な
が
ら
又
各
々
の
ニ
ュ
マ
ア
ン
ス
と
個
性
を
も
っ
て
ゐ
る
。
卜
居
は
遮
二
無
二
に
屈
原
の
潔
癖
不
妥
協
の
性
格
を
高
揚
す
る
こ
と
に
力
を
注
い
で
ゐ
る
が
、
漁
父
の
作
者
は
同
じ
目
的
を
狙
ひ
な
が
ら
少
し
立
場
が
違
っ
て
ゐ
る
。
屈
原
の
性
格
描
写
に
当
り
卜
居
の
や
う
な
強
烈
な
直
接
照
射
に
よ
ら
ず
、
古
諺
・
古
謡
を
通
し
て
の
柔
か
な
間
接
照
明
に
よ
っ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
の
照
射
が
幾
分
批
判
的
態
度
で
あ
る
。
:
と
も
あ
れ
こ
の
詩
情
豊
か
な
古
謡
を
請
し
な
が
ら
去
っ
て
行
く
漁
父
の
態
度
に
は
、
直
線
的
な
考
へ
方
と
行
動
し
か
と
り
得
な
い
屈
原
に
反
省
を
促
し
て
止
ま
な
い
批
判
精
神
が
A
M
m
v
 
ゅの旬。。
「
漁
父
」
全
体
の
趣
旨
は
、
屈
原
の
高
潔
さ
を
讃
え
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
屈
原
批
判
に
ま
で
逸
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
感
が
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、
馬
茂
元
氏
ら
の
「
楚
辞
注
釈
』
が
、
漁
父
を
「
当
時
の
道
家
思
想
を
代
表
す
る
人
物
(
蛍
時
道
家
思
想
的
代
表
人
物
)
」
、
周
原
を
「
別
の
思
想
を
代
表
す
る
人
物
(
男
一
種
思
想
的
代
表
こ
と
位
置
づ
け
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
他
(
H
屈
原
※
矢
田
注
)
興
漁
父
的
矛
盾
封
立
是
不
可
調
和
的
，
本
篇
便
以
屈
原
況
湘
前
的
停
説
潟
背
景
，
展
示
了
雨
種
思
想
的
原
則
分
岐
和
激
烈
門
字
。
門
争
的
結
果
是
。
遂
去
，
不
復
輿雪
F
。
不
難
理
解
，
作
者
的
用
意
，
是
以
必
坦
不
同
，
不
相
矯
謀
。
来
錦
結
全
篇
的
。
漁
父
隊
去
，
嘗
然
還
是
過
着
必
措
世
隠
身
，
釣
魚
江
演
，
欣
然
自
築
。
的
生
活
E'而
屈
原
則
准
備
。
赴
マ
マ
湘
流
，
葬
子
魚
江
之
腹
中
九
異
途
殊
趨
，
各
行
其
是
。
相
比
之
下
，
屈
原
的
堅
強
不
擁
的
意
志
，
砂
伏
清
白
以
死
直
ψ
的
精
神
，
也
就
昭
然
了
。
(
屈
原
と
漁
父
の
間
に
あ
る
矛
盾
や
対
立
は
解
消
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
本
篇
は
、
屈
原
の
入
水
自
殺
前
の
伝
説
を
背
景
に
、
二
つ
の
思
想
の
根
本
的
な
相
違
と
激
し
い
対
立
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
立
の
結
果
が
、
「
遂
に
去
り
て
、
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
明
ら
か
に
作
者
の
ね
ら
い
は
、
全
篇
を
、
「
道
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
相
い
為
め
に
謀
ら
ず
」
と
い
う
結
論
に
導
く
こ
と
に
あ
る
。
漁
父
は
去
っ
た
後
、
元
通
り
「
世
を
避
け
身
を
隠
し
、
魚
を
江
演
に
釣
り
て
、
欣
然
と
し
て
自
ら
楽
し
む
」
生
活
を
送
る
の
で
あ
り
、
周
原
は
「
湘
流
に
赴
き
て
、
江
魚
の
腹
中
に
葬
ら
る
」
る
町
覚
悟
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
、
己
の
信
ず
る
別
々
の
道
を
行
く
伎
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
対
比
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
屈
原
者
の
強
固
な
意
志
、
「
清
自
に
伏
し
て
以
て
直
に
死
す
」
の
精
神
も
」刀
AU)
教
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
)
約
ま
た
、
金
開
誠
氏
ら
に
よ
る
『
屈
原
集
校
注
」
は
、
「
卜
居
」
と
「
漁
父
」
の
両
作
品
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
3
従
篇
内
所
反
映
的
思
想
傾
向
看
，
我
伺
認
震
這
雨
篇
復
可
能
是
西
漢
初
年
黄
老
思
想
盛
行
時
的
作
品
。
作
者
賞
固
定
既
有
道
家
思
想
，
又
敬
侃
廊
原
矯
人
同
情
屈
原
遭
遇
的
人
。
因
此
，
健
管
作
者
旨
在
宣
揚
道
家
思
想
，
但
封
屈
原
的
思
想
和
形
象
締
官
電
波
有
歪
曲
，
反
而
通
過
封
話
充
分
肯
定
和
賀
揚
了
屈
原
清
白
高
潔
的
品
格
和
矢
志
不
漁
的
門
争
精
神
。
(
作
品
に
現
れ
た
思
想
の
傾
向
か
ら
見
て
、
両
作
品
は
黄
老
思
想
が
盛
行
し
た
前
漠
初
期
に
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
作
者
は
道
家
思
想
の
持
ち
主
で
あ
り
な
が
ら
、
屈
原
の
生
き
方
に
敬
服
し
、
そ
の
境
遇
に
同
情
す
る
人
物
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
道
家
思
想
の
宣
揚
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
作
品
の
中
で
屈
原
の
思
想
や
彼
の
イ
メ
ー
ジ
を
歪
曲
す
る
よ
う
な
こ
と
は
一
切
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
作
品
の
中
の
対
話
を
通
し
て
、
周
原
の
清
廉
潔
白
で
誇
り
高
〔
mv
い
性
格
ゃ
、
不
屈
の
精
神
を
肯
定
し
、
高
く
賞
賛
し
て
い
る
。
)
い
ず
れ
の
意
見
も
、
漁
父
は
周
原
の
生
き
方
に
対
し
批
判
的
で
あ
る
が
、
「
漁
父
」
と
い
う
作
品
自
体
は
、
屈
原
の
高
潔
さ
を
賞
賛
す
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
と
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
気
に
掛
か
る
の
は
、
「
治
浪
歌
」
を
歌
っ
て
去
っ
て
い
く
際
の
漁
父
の
「
笑
い
」
で
あ
る
。
32 
四
「
笑
う
」
教
示
者
作
品
の
最
後
で
、
屈
原
の
主
張
を
聞
い
た
後
、
漁
父
は
「
莞
爾
と
し
て
笑
」
っ
た
後
、
「
治
浪
歌
」
を
歌
い
な
が
ら
去
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
連
の
行
動
は
、
問
答
の
相
手
で
あ
る
周
原
に
対
す
る
批
判
的
な
態
度
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
莞
爾
と
し
て
笑
う
」
と
い
う
言
葉
は
、
前
漢
以
前
の
記
述
で
は
、
「
漁
父
」
以
外
に
唯
一
、
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
見
え
る
。
子
之
武
城
、
聞
弦
歌
之
聾
b
夫
子
莞
爾
而
笑
目
、
割
難
、
湾
周
牛
万
。
子
瀞
釘
目
、
昔
者
、
健
也
、
聞
諸
夫
子
。
目
、
君
子
華
道
則
愛
人
、
小
人
間
学
道
則
易
使
也
。
子
日
、
二
三
子
、
健
之
言
、
ゆ
是
也
。
前
言
、
戯
之
耳
。
(
子
武
城
に
之
き
て
、
弦
歌
の
撃
を
聞
く
。
夫
子
莞
爾
と
し
て
笑
い
て
日
く
、
「
維
を
割
く
に
、
駕
ぞ
牛
万
を
用
い
ん
」
と
。
子
瀞
釘
え
て
日
く
、
「
昔
者
、
催
や
、
諸
れ
を
夫
子
に
聞
け
り
。
臼
く
、
『
君
子
道
を
撃
べ
ば
則
ち
人
を
愛
し
、
小
人
道
を
向
学
べ
ば
則
ち
使
い
易
き
な
り
』
」
と
。
子
日
く
、
「
二
三
子
、
僅
の
言
、
是
な
り
。
前
善
一
回
は
、
之
れ
に
戯
れ
し
の
み
」
と
。
)
「
莞
爾
」
に
つ
い
て
は
、
何
長
の
集
解
、
那
丙
の
疏
は
と
も
に
「
小
笑
の
貌
な
り
。
(
小
笑
貌
。
)
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
田
川
丙
が
「
今
、
子
滋
は
小
を
治
む
る
に
、
大
を
用
う
。
故
に
之
れ
を
笑
う
。
(
今
、
子
瀞
治
小
、
用
大
。
故
笑
之
。
)
」
と
言
う
よ
う
に
、
孔
子
の
笑
い
に
は
、
「
武
城
の
よ
う
に
小
さ
な
町
を
治
め
る
の
に
礼
楽
を
用
い
る
の
は
、
鶏
を
さ
ば
く
の
に
牛
万
を
使
う
の
と
同
様
、
大
げ
さ
す
ぎ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
漁
父
の
場
合
と
異
な
り
、
孔
子
は
こ
の
後
、
子
瀞
の
反
論
を
受
げ
て
自
ら
の
非
を
認
め
る
と
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
「
莞
爾
と
し
て
笑
う
」
と
い
う
言
葉
が
、
皮
肉
め
い
た
台
詞
を
口
に
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
両
者
は
共
通
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
で
は
、
「
漁
父
」
の
よ
う
な
問
答
形
式
か
ら
成
る
物
語
に
お
い
て
、
登
場
人
物
が
問
答
の
相
手
を
笑
い
、
批
判
す
る
言
葉
を
述
べ
て
終
わ
る
、
と
い
う
形
を
取
り
な
が
ら
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
全
体
と
し
て
は
批
判
の
対
象
を
称
賛
す
る
、
と
い
う
例
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
か
。
そ
と
で
、
「
漁
父
」
の
成
立
が
戦
国
時
代
の
末
期
か
ら
前
漢
の
半
ば
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
頃
ま
で
に
成
立
L
た
と
思
わ
れ
る
書
物
の
中
で
、
「
漁
父
」
と
同
様
に
問
答
形
式
か
ら
成
り
、
且
つ
、
登
場
人
物
が
最
後
に
、
問
答
の
相
手
を
笑
い
、
台
詞
を
述
べ
て
終
わ
る
、
と
い
う
内
容
を
持
つ
物
語
を
も
と
に
、
そ
の
点
を
確
か
め
て
み
た
い
。
こ
の
条
件
に
該
当
す
る
例
と
し
て
は
、
『
荘
子
』
、
『
列
子
』
、
『
E
口
氏
春
秋
』
、
『
史
記
』
か
ら
計
十
五
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
紙
幅
の
関
係
上
、
こ
こ
で
は
以
下
の
三
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
『
荘
子
』
外
篇
「
天
地
篇
」
の
、
「
蝦
榔
の
斧
」
と
い
う
言
葉
の
も
と
に
な
っ
た
物
語
を
挙
げ
る
。
将
閲
麹
見
季
徹
目
、
魯
君
謂
麹
也
、
日
、
請
受
教
。
僻
不
獲
命
、
既
己
告
突
。
未
知
中
否
。
請
嘗
薦
之
。
五
回
謂
魯
君
目
、
必
服
恭
倹
、
抜
出
公
忠
之
属
、
而
無
阿
私
、
民
執
敢
不
輯
。
割
倒
周
刷
然
笑
目
、
若
夫
子
之
言
、
於
帝
王
之
徳
、
猶
雄
娘
之
怒
牌
閏
以
嘗
車
軟
。
則
必
不
勝
任
失
。
:
(
絡
間
施
季
徹
を
見
て
臼
く
、
「
魯
君
の
殖
に
謂
う
や
、
日
く
、
『
請
う
教
え
を
受
け
ん
』
と
。
辞
す
ず
で
あ
た
る
も
命
を
獲
ず
、
既
己
に
告
ぐ
。
未
だ
中
る
や
否
や
を
知
ら
ず
。
請
う
嘗
み
に
之
れ
を
薦
め
ん
。
E
口
れ
魯
君
に
謂
い
て
日
く
、
『
必
ず
恭
倹
に
服
し
、
公
忠
の
腐
を
抜
出
し
て
、
阿
私
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、
民
執
れ
か
敢
え
て
蹴
ら
が
ざ
ら
ん
や
」
と
」
と
。
割
制
周
刷
側
副
M
引
剣
州
引
回
パ
川
、
「
夫
子
の
言
の
若
き
は
、
帝
王
ひ
U
の
徳
に
於
け
る
や
、
猶
お
蜂
娘
の
皆
を
怒
ら
せ
て
以
て
車
軟
に
嘗
る
が
ご
と
し
。
則
ち
必
ず
任
に
勝
え
ざ
ら
ん
i
」
と
。
)
こ
の
中
で
季
徹
は
、
将
閤
殖
の
政
治
哲
学
を
聞
い
て
「
局
局
然
と
し
て
笑
」
っ
た
後
、
改
め
て
彼
に
無
為
の
政
治
に
つ
い
て
説
い
て
聞
か
印
せ
る
。
山
町
次
に
、
『
列
子
』
天
瑞
篇
に
見
え
る
、
「
杷
憂
」
と
い
う
言
葉
の
も
一
時
と
に
な
っ
た
有
名
な
物
語
を
挙
げ
る
。
教
杷
固
有
人
、
憂
天
地
崩
墜
、
身
亡
所
寄
、
藤
寝
食
者
。
又
有
菱
釣
彼
之
所
憂
者
。
因
往
瞬
之
目
、
天
積
気
耳
。
:
奈
何
憂
崩
墜
乎
。
・
:
其
人
日
、
奈
地
壊
何
。
暁
者
目
、
地
積
塊
耳
。
・
奈
何
憂
其
壊
。
其
人
舎
然
大
事
。
暁
之
者
亦
舎
然
大
喜
。
長
鹿
子
聞
而
笑
33 
之
目
、
・
天
地
不
得
不
媛
、
則
曾
蹄
於
壊
。
遇
其
壊
時
、
実
篤
不
憂
哉
。
子
列
子
聞
而
笑
回
、
言
天
地
壊
者
亦
謬
。
-E一一回天地不
壊
者
亦
謬
。
壊
輿
不
壊
、
吾
所
不
能
知
也
。
雌
然
、
彼
一
也
、
此
一
也
。
故
生
不
知
死
、
死
不
知
生
、
来
不
知
去
、
去
不
知
来
。
壊
奥
不
壊
、
音
何
容
心
哉
。
(
杷
闘
に
人
の
、
天
地
崩
墜
し
て
、
身
寄
る
所
亡
き
を
憂
え
て
、
寝
食
を
践
す
る
者
有
り
。
又
た
彼
れ
の
憂
う
る
所
を
憂
う
る
者
有
り
。
因
り
て
往
き
て
之
れ
を
瞬
し
て
日
く
、
「
天
は
積
気
な
る
の
み
。
奈
何
ぞ
崩
墜
す
る
を
憂
え
ん
や
」
と
。
・
:
其
の
人
目
く
、
「
地
の
凝
る
る
を
奈
何
せ
ん
」
と
。
瞬
す
者
日
く
、
「
地
は
積
塊
な
る
の
み
。
:
・
奈
何
ぞ
其
の
壊
る
る
を
憂
え
ん
や
」
と
。
其
の
人
舎
然
と
し
て
大
い
に
喜
ぶ
。
之
れ
を
暁
す
者
も
亦
た
舎
然
と
し
て
大
い
に
喜
ぶ
。
長
虚
子
聞
き
引
剖
判
刻
剣
叫
司
副
パ
川
、
「
目
積
集
な
る
を
知
り
、
積
塊
な
る
を
知
ら
ば
、
奨
ぞ
壊
れ
ず
と
謂
わ
ん
。
:
・
天
地
壊
れ
ざ
る
を
得
ざ
か
な
ら
れ
ば
、
則
ち
曾
ず
壊
る
る
に
蹄
す
。
其
の
壊
る
る
時
に
遇
わ
ば
、
;
 
美
震
れ
ぞ
憂
え
ざ
ら
ん
や
」
と
。
子
列
子
聞
き
て
笑
い
て
日
|
あ
や
ま
く
、
「
天
地
は
壊
る
る
と
言
う
者
も
亦
た
謬
り
な
り
。
天
地
は
壊
れ
ず
と
言
う
者
も
亦
た
謬
り
な
り
。
壊
る
る
と
壊
れ
ざ
る
と
、
吾
れ
知
る
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
然
り
と
雄
も
、
彼
れ
も
一
な
り
、
此
れ
も
一
な
り
。
故
に
生
く
る
も
の
は
死
を
知
ら
ず
、
死
す
る
も
の
は
生
を
知
ら
ず
、
来
る
も
の
は
去
る
を
知
ら
ず
、
去
る
も
の
は
来
る
を
知
ら
ず
。
壊
る
る
と
壊
れ
ざ
る
と
、
五
口
れ
何
ぞ
心
を
34 
容
れ
ん
や
」
と
。
)
天
地
が
崩
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
恐
れ
る
紀
国
の
人
に
対
し
、
彼
を
心
配
す
る
人
が
、
天
は
「
積
集
」
で
あ
り
、
地
は
「
積
塊
」
で
あ
る
か
ら
、
崩
れ
る
こ
と
は
な
い
、
と
教
え
諭
す
。
す
る
と
、
二
人
の
議
論
を
聞
い
た
長
鹿
子
が
笑
っ
て
、
「
積
気
」
や
「
積
塊
」
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
天
地
が
崩
れ
な
い
と
い
う
保
証
は
な
い
、
と
言
一
う
。
そ
の
一
言
葉
を
聞
い
た
列
子
が
最
後
に
笑
っ
て
、
ど
ち
ら
と
も
わ
か
ら
な
い
も
の
に
心
を
砕
く
の
は
無
駄
な
こ
と
だ
、
と
い
う
主
旨
の
意
見
を
述
べ
て
物
語
は
終
わ
る
。
杷
園
の
人
と
彼
を
心
配
す
る
人
の
二
人
を
長
虚
子
が
笑
い
、
さ
ら
に
そ
の
長
虚
子
を
列
子
が
笑
う
、
と
い
う
二
重
構
造
に
な
っ
て
い
る
が
、
笑
う
者
は
い
ず
れ
も
、
笑
わ
れ
る
者
に
対
し
て
優
越
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
『
日
氏
春
秋
』
侍
君
覧
「
侍
君
」
に
見
え
る
謀
議
の
物
語
を
挙
げ
る
。
謙
譲
欲
殺
越
袈
子
、
滅
鼎
割
、
去
眉
、
自
刑
以
嬰
其
容
、
局
乞
人
而
往
乞
於
其
妻
之
所
。
其
妻
回
、
伏
貌
無
似
吾
夫
者
、
其
音
何
類
吾
夫
之
甚
也
。
又
呑
炭
、
以
蟹
其
音
。
其
友
謂
之
目
、
子
之
所
道
甚
難
而
無
功
。
謂
子
有
志
則
然
失
。
謂
子
智
則
不
然
。
以
子
之
材
而
索
事
裏
子
、
襲
子
必
近
子
。
子
得
近
市
行
所
欲
、
此
甚
易
而
功
必
成
。
謝
劉
剣
耐
闘
剖
岡
、
是
先
知
報
後
知
也
。
矯
故
君
賊
新
君
失
。
大
乱
君
臣
之
義
者
無
此
。
失
宜
口
所
局
局
之
突
。
凡
耳
口
所
盛
岡
局
此
者
、
所
以
明
君
臣
之
義
也
。
非
従
易
也
。
(
抽
出
譲
趨
要
子
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、
援
を
滅
し
、
眉
を
去
り
、
自
ら
刑
し
て
以
て
其
の
容
を
嬰
え
、
乞
人
と
局
り
て
往
き
て
其
の
妻
の
所
に
乞
う
。
其
の
委
日
く
、
「
伏
貌
は
吾
が
夫
に
似
る
こ
と
無
き
者
な
る
に
、
其
の
音
は
何
ぞ
吾
が
夫
に
類
る
こ
と
の
甚
し
き
や
」
と
。
又
た
炭
を
呑
み
て
、
以
て
其
の
音
を
嬰
う
。
其
の
友
之
れ
に
謂
い
て
日
く
、
「
子
の
道
と
す
る
所
は
甚
だ
難
く
し
て
功
無
し
。
子
に
士
山
有
り
と
謂
わ
ば
別
ち
然
り
。
子
を
智
な
り
と
謂
わ
ば
則
ち
然
ら
ず
。
子
の
材
を
以
て
し
て
褒
子
に
事
う
る
を
索
む
れ
ば
、
袈
子
は
必
ず
子
を
近
づ
げ
ん
。
子
近
づ
く
を
得
て
欲
す
る
所
を
行
わ
ば
、
此
れ
甚
だ
易
く
し
て
功
必
ず
成
ら
ん
」
と
。
刻
到
到
引
剖
利
則
劇
刻
司
副
社
、
「
是
れ
先
知
後
知
に
報
い
る
な
り
。
故
君
の
局
め
に
新
君
を
賊
う
。
大
い
に
君
臣
の
義
を
飢
す
こ
と
此
く
の
ご
と
き
は
無
し
。
E
ロ
が
震
す
所
を
失
し
て
之
れ
を
盛
岡
す
も
の
な
り
。
凡
そ
吾
れ
の
此
れ
を
属
す
所
矯
の
者
は
、
君
臣
の
義
を
明
か
に
す
る
所
以
な
り
。
易
き
に
従
う
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
)
自
分
を
国
土
と
し
て
重
用
し
て
く
れ
た
智
伯
が
趨
袈
子
に
殺
さ
れ
た
た
め
、
謙
譲
は
苦
心
し
て
姿
を
変
え
て
越
褒
子
に
近
づ
き
、
敵
を
討
と
う
と
す
る
。
そ
の
様
子
を
見
た
友
人
は
、
趨
褒
子
の
臣
下
と
な
っ
て
近
づ
け
ば
、
簡
単
に
敵
討
ち
が
で
き
る
、
と
助
言
す
る
。
す
る
と
、
珠
譲
は
笑
っ
て
、
君
臣
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
敵
討
ち
で
あ
る
か
ら
、
君
臣
の
義
に
背
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
述
ベ
る
。以
上
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
例
に
お
い
て
も
最
後
に
、
「
笑
う
者
」
が
「
笑
わ
れ
る
者
」
の
優
位
に
立
ち
、
何
ら
か
の
教
一
部
を
行
っ
て
い
る
。
言
わ
ば
「
笑
う
者
」
が
問
答
の
勝
者
で
あ
り
「
教
示
者
」
、
「
笑
わ
れ
る
者
」
は
問
答
の
敗
者
で
あ
り
「
教
示
を
受
け
る
者
」
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
笑
う
教
示
者
」
た
ち
に
は
、
特
に
、
笑
っ
た
相
手
を
称
賛
し
て
い
る
よ
う
な
様
子
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
読
者
が
こ
れ
ら
の
物
語
を
読
ん
だ
場
合
に
も
、
勝
者
で
あ
る
「
教
示
者
」
の
側
に
立
っ
て
、
敗
者
で
あ
る
「
笑
わ
れ
る
者
」
を
一
緒
に
笑
い
こ
そ
す
れ
、
敗
者
に
愛
惜
の
情
や
称
賛
の
念
を
抱
い
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
「
笑
う
教
示
者
」
が
登
場
す
る
こ
れ
ら
の
物
語
の
ね
ら
い
は
、
読
者
と
と
も
に
敗
者
を
笑
う
と
と
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
よ
う
に
「
笑
う
教
示
者
」
が
登
場
す
る
楚
辞
「
漁
父
」
の
ね
ら
い
も
、
本
来
、
己
の
考
え
に
拘
泥
し
、
融
通
の
利
か
な
い
周
原
を
、
読
者
と
と
も
に
笑
う
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
回矢者
お
わ
り
に
一市教
以
上
の
よ
う
に
、
小
論
で
は
、
楚
辞
「
漁
父
」
の
う
ち
、
特
に
終
去っ笑
盤
部
分
に
見
え
る
「
捻
浪
歌
」
と
最
後
の
一
文
を
中
心
と
し
て
、
過
去
の
注
釈
者
た
ち
の
意
見
を
概
観
し
つ
つ
検
討
を
加
え
た
。
周
原
を
「
漁
父
」
の
作
者
と
見
な
す
注
釈
者
た
ち
の
多
く
は
、
最
35 
後
の
「
復
た
輿
に
言
わ
ず
」
の
主
語
を
屈
原
と
見
な
し
、
屈
原
は
漁
父
を
「
共
に
語
る
べ
き
相
手
で
は
な
い
」
と
見
な
し
て
去
っ
た
の
だ
と
解
し
て
い
た
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
全
体
を
、
屈
原
が
己
の
廉
潔
な
生
き
方
を
主
張
し
た
も
の
だ
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る。
し
か
し
、
「
漁
父
」
を
屈
原
の
作
品
と
は
見
な
さ
な
い
近
代
以
降
の
注
釈
者
た
ち
は
、
ま
た
別
の
解
釈
を
し
て
い
る
。
登
場
人
物
で
あ
る
漁
父
は
、
最
後
に
「
治
浪
歌
」
を
歌
う
こ
と
で
、
屈
原
を
批
判
し
て
去
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
両
者
の
考
え
方
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
、
屈
原
の
称
賛
す
べ
き
生
き
方
を
印
象
づ
け
て
い
る
の
だ
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
漁
父
」
の
終
盤
部
分
は
、
そ
の
解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
、
登
場
人
物
の
役
回
り
に
違
い
が
生
じ
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
作
品
全
体
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
箇
所
で
あ
る
と
言
え
る
。
小
論
で
は
、
や
は
り
最
後
の
部
分
に
表
れ
る
漁
父
の
「
笑
い
」
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
と
は
ま
た
異
な
る
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
具
体
的
に
は
、
「
登
場
人
物
が
そ
の
対
話
の
相
手
を
最
後
に
笑
う
」
と
い
う
、
「
漁
父
」
と
同
様
の
モ
テ
ィ
1
7
を
持
つ
物
語
の
中
で
、
「
笑
い
」
の
有
す
る
効
果
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
物
語
に
お
い
て
、
対
話
の
最
後
に
相
手
を
笑
う
人
物
は
、
何
ら
か
の
教
示
を
述
べ
て
相
手
を
圧
倒
す
る
「
教
示
者
」
と
も
言
う
ベ
6
き
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を
援
用
す
る
3
な
ら
ば
、
楚
辞
「
漁
父
」
に
お
い
て
も
、
周
原
を
笑
う
漁
父
は
、
「
治
浪
歌
」
を
歌
う
こ
と
で
、
屈
原
の
生
き
方
に
異
を
唱
え
、
彼
を
圧
倒
す
る
「
教
示
者
」
の
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
作
品
全
体
は
、
己
の
考
え
に
拘
泥
し
て
自
身
を
損
な
う
風
原
を
、
批
判
的
に
描
い
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
玉
逸
『
楚
辞
章
句
』
は
、
周
知
の
通
り
、
周
原
を
「
悲
劇
の
忠
臣
」
と
し
て
高
く
評
価
し
、
そ
の
自
死
を
愛
惜
し
て
や
ま
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
王
逸
が
、
屈
原
を
称
賛
す
る
意
図
の
下
で
、
「
漁
父
」
に
注
釈
を
施
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
し
た
王
逸
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
『
楚
辞
章
句
』
所
収
の
「
漁
父
」
に
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
『
史
記
』
屈
原
頁
生
列
伝
所
収
の
同
一
の
逸
話
と
異
な
り
、
屈
原
に
対
す
る
批
判
的
な
視
線
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
{却〕
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
っ
た
原
因
と
し
て
は
、
「
漁
父
」
に
元
来
、
屈
原
に
対
す
る
批
判
的
な
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
王
逸
が
そ
れ
に
気
づ
き
な
が
ら
も
、
注
釈
を
施
す
際
に
払
拭
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
村
、
或
い
は
、
彼
が
そ
う
し
た
点
に
敏
感
で
な
か
っ
た
可
能
性
が
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
は
、
王
逸
以
前
に
形
作
ら
れ
て
い
た
屈
原
像
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
逸
が
提
示
し
た
、
賞
賛
す
べ
き
屈
原
像
は
、
実
は
、
王
逸
以
前
に
は
、
さ
ほ
ど
確
定
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
漢
の
賀
誼
は
、
「
弔
屈
原
賦
」
の
中
で
、
屈
原
の
死
を
悲
し
み
弔
い
な
が
ら
も
、
彼
が
自
ら
禍
い
を
招
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
厳
し
く
非
難
し
て
い
る
。
AU) 
恭
承
嘉
恵
守
恭
し
く
嘉
恵
を
承
け
侯
罪
長
沙
罪
を
長
沙
に
倹
つ
側
聞
周
原
守
鵬
か
に
聞
く
屈
原
自
沈
泊
羅
自
ら
沼
田
植
に
沈
め
り
と
造
託
湘
流
守
造
り
て
湘
流
に
託
し
敬
弔
先
生
敬
ん
で
先
生
を
弔
う
道
世
間
極
守
世
の
岡
極
に
遭
い
て
乃
帽
問
販
身
乃
ち
阪
の
身
を
瞭
せ
り
ぁ
般
紛
紛
其
離
此
尤
守
般
紛
紛
と
し
て
其
れ
此
の
克
に
離
う
も
つ
み
亦
夫
子
之
事
也
亦
た
夫
子
の
事
な
り
み
た
す
瞬
九
州
而
相
君
今
九
州
を
脇
て
君
を
相
く
れ
ばお
も
【
犯
V
何
必
懐
此
都
也
何
ぞ
必
ず
し
も
此
の
都
を
懐
わ
ん
や
ま
た
、
『
漢
書
』
揚
雄
伝
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
、
揚
維
が
「
反
離
騒
」
に
お
い
て
、
「
離
騒
」
の
モ
テ
ィ
1
7
を
用
い
な
が
ら
、
屈
原
の
行
動
に
一
つ
一
つ
反
論
を
加
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
又
怪
屈
原
文
過
相
如
、
至
不
容
、
作
離
騒
、
自
投
江
而
死
。
悲
其
文
、
讃
之
来
世
胃
不
流
沸
也
。
以
矯
君
子
得
時
則
大
行
、
不
得
笑う教示者(矢田)
則
龍
蛇
。
遇
不
遇
命
也
。
何
必
湛
身
哉
。
廼
作
書
、
往
往
掠
離
騒
文
而
反
之
、
白
幡
山
投
諸
江
流
以
弔
屈
原
、
名
目
反
離
騒
。
(
文
た
周
原
の
文
の
相
如
に
過
ぐ
る
も
、
容
れ
ら
れ
ざ
る
に
至
り
、
離
騒
を
作
り
て
、
自
ら
江
に
投
じ
て
死
す
る
を
怪
し
む
。
其
の
文
な
み
だ
を
悲
し
み
、
之
れ
を
讃
み
て
未
だ
嘗
て
沸
を
流
さ
ざ
る
は
な
き
あ
ゆ
な
り
。
以
為
え
ら
く
君
子
は
時
を
得
ば
別
ち
大
い
に
行
み
、
得
ず
ん
ば
則
ち
龍
蛇
の
ご
と
く
す
。
過
不
遇
は
命
な
り
。
何
ぞ
必
し
ず
ら
ず
し
も
身
を
湛
め
ん
や
と
。
廼
ち
書
を
作
る
に
、
往
往
に
し
ひ
ろ
て
離
騒
の
文
を
嫌
い
て
之
れ
に
反
し
、
幡
山
よ
り
諸
れ
を
江
の
流
れ
に
投
じ
て
以
て
屈
原
を
弔
い
、
名
づ
け
て
反
離
騒
と
日
う
。
)
さ
ら
に
、
王
逸
が
『
楚
辞
章
句
』
の
中
で
紹
介
し
、
激
し
く
反
論
し
て
い
る
と
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
班
固
は
、
周
原
の
生
き
方
に
対
し
て
否
定
的
な
見
方
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
・
:
今
若
屈
原
、
腐
忠
貞
之
質
、
醐
血
清
潔
之
性
、
直
若
砥
矢
、
言
若
丹
青
、
進
不
隠
其
謀
、
退
不
顧
其
命
。
此
誠
絶
世
之
行
、
俊
彦
之
英
也
。
而
班
固
謂
之
露
才
揚
己
、
競
於
牽
小
之
中
、
怨
恨
倒
到
寸
劇
刺
倒
明
制
例
刻
湖
到
淵
刻
刈
1
村
則
樹
釧
1
J矧
悉
自
沈
。
是
腕
其
高
明
而
損
其
清
潔
者
也
。
(
・
:
今
屈
原
の
若
き
は
、
忠
貞
の
質
を
謄
き
、
清
潔
の
性
を
飽
し
、
直
な
る
こ
と
砥
矢
の
若
く
、
一
言
は
丹
青
の
若
く
、
進
み
て
は
其
の
謀
を
隠
さ
ず
、
退
き
て
は
其
の
命
を
願
み
ず
。
此
れ
誠
に
絶
世
の
行
い
に
37 
し
て
、
俊
彦
の
英
な
り
。
而
る
に
班
固
は
之
れ
を
才
を
露
わ
し
己
を
揚
げ
、
音
量
小
の
中
に
競
い
て
、
懐
王
を
怨
恨
し
、
根
・
蘭
刻
謝
刺
U
1樹
り
削
組
制
刻
割
削
刈
剖
鮒
M
叶
到
凶
刻
刻
釧
刈
劃
料
引
吋
制
綱
引
引
制
剖
刈
削
叶
創
割
リ
引
削
引
洲
剖
剖
調
引
。
是
れ
其
の
高
明
を
静
き
て
、
其
の
清
潔
を
損
な
う
者
な
問
。
)
こ
の
よ
う
に
、
屈
原
に
同
情
し
、
そ
の
文
才
は
惜
し
む
け
れ
ど
も
、
彼
の
と
っ
た
行
動
は
批
判
す
べ
き
も
の
だ
と
い
う
意
見
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
小
論
で
取
り
上
げ
た
「
漁
父
」
は
、
ま
さ
に
、
そ
う
し
た
否
定
的
な
意
見
を
背
景
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
『
楚
辞
章
句
』
が
編
ま
れ
、
以
後
、
屈
原
に
対
す
る
と
う
し
た
否
定
的
意
見
に
代
わ
っ
て
、
「
悲
劇
の
忠
臣
」
と
い
う
屈
原
像
が
人
々
に
肯
定
的
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
後
漢
期
に
お
け
る
屈
原
像
の
変
化
と
そ
の
背
景
に
関
す
る
考
察
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
‘王
(1)
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
楚
辞
「
卜
居
」
に
お
け
る
鄭
倉
賢
の
台
詞
に
つ
い
て
」
(
『
東
北
大
学
中
国
語
学
文
学
論
集
』
第
十
四
号
ニ
O
O九
年
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(2)
瀞
国
恩
『
楚
辞
概
論
』
、
第
三
篇
「
周
原
」
、
第
八
章
「
卜
居
及
漁
父
」
(
上
海
商
務
印
書
館
一
九
三
三
年
)
、
陸
侃
如
「
屈
原
興
宋
玉
」
(
『
陸
侃
如
古
典
文
学
論
文
集
』
(
上
)
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
年
)
、
初
出
は
『
屈
原
輿
宋
玉
』
(
上
海
商
務
印
書
館
一
九
三
七
年
)
。
(3)
以
下
、
楚
辞
本
文
及
び
主
逸
注
の
引
用
に
は
、
溺
紹
祖
観
妙
爾
本
『
楚
辞
章
句
』
(
芸
文
印
書
館
一
九
七
四
年
)
を
、
『
史
記
』
の
引
用
に
は
百
柄
本
二
十
四
史
『
史
記
』
(
台
湾
商
務
印
書
館
一
九
九
五
年
)
を
用
い
た
。
(4)
漁
父
者
、
屈
原
之
所
作
也
。
周
原
放
逐
、
在
江
湘
之
問
。
憂
愁
嘆
峰
、
儀
容
饗
易
。
而
漁
父
避
肘
隠
身
、
釣
魚
江
調
、
欣
然
自
集
。
時
過
屈
原
川
津
之
域
、
怪
而
問
之
、
遂
相
臆
苔
。
楚
人
思
念
屈
原
、
因
叙
其
僻
以
相
侍
濡
。
(5)
『
史
記
』
屈
原
買
生
列
伝
に
見
え
る
「
懐
沙
之
賦
」
で
は
、
「
窮
不
得
余
所
示
」
に
作
っ
て
い
る
。
(6)
明
代
の
在
竣
『
楚
辞
集
解
』
「
漁
父
」
(
『
楚
辞
文
献
集
成
』
第
五
冊
広
陵
書
社
ニ
O
O
八
年
)
は
、
『
孟
子
』
離
婁
篇
上
の
孔
子
と
同
じ
視
点
か
ら
、
楚
辞
「
漁
父
」
の
「
治
浪
歌
」
を
と
ら
え
る
。
夫
漁
父
濁
歌
槍
浪
之
曲
者
、
何
也
。
竣
按
、
治
浪
之
歌
、
詳
見
孟
子
離
婁
上
稿
。
其
来
逮
突
、
其
旨
明
失
。
蓋
調
屈
子
見
放
、
賓
白
取
之
也
ロ
其
所
以
訊
其
自
取
者
、
非
菰
其
白
取
見
放
也
、
調
其
既
見
放
失
、
道
既
不
行
央
、
則
容
輿
山
林
可
也
、
浮
瀞
江
湖
可
也
、
文
何
必
抑
欝
無
明
之
甚
、
以
至
樵
惇
枯
楠
其
身
哉
。
此
則
漁
父
之
意
也
。
漁
父
は
、
屈
原
が
放
逐
さ
れ
た
後
も
隠
遁
せ
ず
、
敢
え
て
心
身
を
苦
し
め
る
道
を
「
自
ら
取
」
っ
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
、
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
品
中
盤
の
漁
父
の
台
詞
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
だ
ろ
う
。
(7)
瀧
川
亀
太
郎
『
史
記
会
注
考
証
』
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(
宏
業
書
局
一
九
七
二
年
)
は
、
司
馬
選
が
「
治
浪
歌
」
の
部
分
を
削
っ
た
の
だ
と
す
る
。
楚
辞
下
有
漁
父
莞
爾
而
笑
、
鼓
椴
而
去
、
歌
目
、
治
浪
之
水
濁
今
、
可
以
濯
吾
級
。
槍
浪
之
水
濁
守
、
可
以
濯
E
百
足
。
遂
去
不
復
興
言
四
十
字
、
史
公
削
之
、
以
直
接
懐
沙
賦
。
此
文
章
珂
裁
之
法
。
(8)
中
島
千
秋
「
楚
辞
と
史
記
と
の
「
漁
父
」
に
つ
い
て
」
(
『
愛
媛
大
学
紀
要
』
第
一
部
人
文
科
学
三
巻
一
号
一
九
五
六
年
)
。
(9)
注
(
8
)
前
掲
論
文
、
中
島
千
秋
「
楚
辞
と
史
記
と
の
「
漁
父
」
に
つ
い
て
」
ロ
(M)
歴
催
「
浅
説
楚
辞
《
漁
父
》
之
。
去
。
」
(
『
江
蘇
教
育
学
院
学
報
(
社
会
科
学
版
)
」
一
九
九
七
年
第
一
期
)
は
、
「
漁
父
」
の
最
後
に
屈
原
と
漁
父
の
ど
ち
ら
か
ら
先
に
対
話
を
打
ち
切
っ
た
の
か
が
、
作
品
全
体
の
解
釈
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
点
を
指
摘
し
、
そ
の
上
で
、
「
遂
去
、
不
復
興
言
」
、
の
主
諮
を
屈
原
と
見
な
す
。
結
合
全
文
看
，
文
章
的
主
位
内
容
在
雨
間
雨
答
雨
極
人
生
態
度
的
封
比
之
中
，
省
一
個
宣
揚
避
世
隠
身
，
自
求
安
祭
的
人
生
態
度
的
歌
謡
之
後
，
究
覚
臆
該
誰
主
動
不
和
誰
説
話
，
質
質
上
微
妙
地
反
映
了
作
者
封
雨
個
封
話
人
的
褒
疑
情
感
。
無
論
該
文
作
者
多
度
難
定
，
無
非
離
不
開
周
原
，
思
念
屈
原
的
楚
人
，
或
是
其
他
一
個
什
麿
人
逗
幾
種
，
而
紹
不
曾
是
一
個
故
意
去
庇
低
周
原
的
人
;
不
復
興
言
。
就
是
不
再
願
意
多
費
口
舌
了
，
這
恰
恰
符
合
屈
原
的
性
格
。
而
文
中
的
漁
父
恰
恰
是
一
個
多
嚇
多
舌
，
俗
不
可
耐
的
形
象
。
因
此
，
。
遂
去
，
不
復
興
言
。
的
主
語
肱
蛍
是
屈
原
。
(
原
文
は
簡
体
字
)
注
(
6
)
前
掲
書
、
証
竣
『
楚
辞
集
解
』
。
蒋
牒
『
山
帯
閣
注
楚
辞
』
巻
五
「
漁
父
」
(
上
海
古
籍
出
版
社
(
日
)
(ロ)
九
五
八
年
)
。
(
日
)
王
邦
采
『
周
子
雑
文
筆
略
』
「
漁
父
筆
略
」
(
『
楚
辞
文
献
集
成
』
第
十
二
冊
広
陵
書
社
二
O
O八
年
)
。
(
M
)
夏
大
震
『
屈
騒
心
印
』
巻
五
「
漁
父
」
(
『
楚
辞
文
献
集
成
』
第
十
一
冊
広
陵
書
社
二
O
O八
年
)
。
(
日
)
乙
こ
に
挙
げ
た
以
外
で
は
、
清
の
林
雲
銘
「
楚
辞
灯
』
巻
之
四
(
「
楚
辞
文
献
集
成
』
第
十
一
冊
広
陵
書
社
二
O
O八
年
)
が
、
「
不
復
興
言
」
を
、
「
周
原
が
と
も
に
語
る
べ
き
人
物
が
、
世
の
中
に
一
人
も
い
な
か
っ
た
」
と
い
う
意
味
に
解
し
て
い
る
。
林
西
仲
田
、
・
:
是
漁
父
以
不
入
耳
之
談
来
相
勧
勉
也
。
及
自
言
其
志
而
漁
父
亦
以
局
不
然
、
長
歌
而
去
。
此
時
、
事
世
綿
無
一
可
語
之
人
。
雌
欲
不
自
沈
、
不
可
得
失
。
(
凶
)
「
漁
父
莞
爾
而
笑
」
以
下
の
句
に
付
せ
ら
れ
た
王
逸
注
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
漁
父
莞
爾
而
笑
(
注
)
笑
難
断
也
。
鼓
椴
而
去
(
注
)
叩
船
舷
也
。
歌
目
、
槍
浪
之
水
清
守
(
注
)
職
世
昭
明
。
日
可
以
溜
吾
級
(
注
)
休
浴
升
朝
廷
也
。
釦
槍
浪
之
水
潤
今
(
注
)
喰
世
昏
闘
。
E
可
以
濯
吾
足
(
注
)
宣
隠
遁
也
。
示
遂
去
、
不
復
興
言
(
注
)
合
道
輿
也
。
一
川
(
げ
)
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
巻
五
「
遠
遊
」
序
、
「
遠
遊
者
、
屈
原
之
所
作
笑
也
。
屈
原
履
方
直
之
行
、
不
容
於
世
、
上
属
議
倭
所
諮
段
、
下
負
俗
人
所
困
極
。
章
皇
山
淳
、
無
所
告
訴
、
乃
深
惟
元
一
、
修
執
悟
漢
、
思
欲
済
世
、
則
意
中
憤
然
文
采
秀
授
、
遂
叙
妙
思
。
託
配
仙
人
興
倶
遊
戯
、
39 
周
歴
天
地
、
無
所
不
到
。
然
猶
懐
念
楚
圏
、
思
慕
奮
故
、
忠
信
之
篤
、
仁
義
之
厚
也
。
是
以
君
子
珍
重
其
志
、
而
韓
其
僻
菊
。
」
(
時
)
主
逸
『
楚
辞
章
句
』
巻
十
一
「
惜
誓
」
序
、
「
惜
誓
者
、
不
知
誰
所
作
也
。
或
日
頁
誼
、
疑
不
能
明
也
。
惜
者
、
哀
也
。
誓
者
、
信
也
。
約
也
。
言
、
哀
惜
懐
王
輿
己
信
約
、
而
復
背
之
也
。
古
者
、
君
臣
賂
共
矯
治
、
必
以
信
替
相
約
、
然
後
言
、
乃
従
而
身
以
親
也
。
益
刺
懐
主
有
始
無
終
也
。
」
王
逸
は
こ
の
よ
う
に
、
漢
人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
楚
辞
作
品
で
あ
っ
て
も
、
一
貫
し
て
、
屈
原
を
叙
述
の
主
体
と
し
て
注
を
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宮
野
富
也
「
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
の
注
釈
態
度
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
三
十
九
集
一
九
八
七
年
)
に
詳
し
い
。
(
四
)
王
逸
『
楚
辞
章
句
』
巻
十
六
「
九
歎
」
序
、
「
九
歎
者
、
護
左
都
水
使
者
光
禄
大
夫
劉
向
之
所
作
也
。
向
以
博
古
敏
達
、
典
校
経
書
、
鱒
章
奮
文
。
追
念
屈
原
忠
信
之
節
、
故
作
九
歎
。
歎
者
、
傷
也
。
息
也
。
言
、
屈
原
放
在
山
様
、
猶
傷
念
君
、
歎
息
無
己
。
所
調
、
讃
賢
以
輔
志
、
鰐
詞
以
曜
徳
者
也
。
」
(
初
)
郭
沫
若
『
沫
若
文
集
』
一
一
「
漁
父
」
(
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
七
年
)
、
四
四
五
頁
。
(
幻
)
藤
野
岩
友
「
漢
詩
大
系
巻
三
楚
辞
』
「
漁
父
」
(
集
英
社
一
九
六
七
年
)
、
二
九
八
頁
。
(
幻
)
黄
寿
襖
・
梅
桐
生
訳
注
『
楚
辞
全
訳
』
「
漁
父
」
(
中
国
歴
代
名
著
全
訳
叢
書
貴
州
人
民
出
版
社
一
九
八
四
年
)
、
一
三
七
頁
。
(
お
)
萱
楚
平
『
楚
辞
訳
注
』
「
漁
父
」
(
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六
年
)
、
二
一
七
頁
。
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(
包
)
松
浦
友
久
編
『
続
・
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
(
付
)
歴
代
詩
』
楚
辞
「
漁
父
」
(
大
修
館
書
底
二
O
O
一
年
)
は
、
楚
辞
「
漁
父
」
の
当
該
筒
所
「
不
復
興
言
」
に
つ
い
て
、
「
不
復
は
「
不
」
を
二
音
節
化
し
て
強
調
す
る
慣
用
句
。
蒋
蹴
『
山
帯
閣
注
楚
辞
』
は
、
本
句
を
「
漁
父
遂
去
、
原
亦
不
復
与
言
」
と
解
釈
し
、
橋
本
循
『
訳
注
楚
辞
』
も
こ
れ
に
従
う
が
、
穏
当
で
は
な
い
。
「
不
復
与
言
」
は
「
不
復
与
之
言
」
の
略
で
あ
り
、
主
畳
間
は
や
は
り
漁
父
、
之
は
屈
原
と
見
な
す
の
が
通
説
で
あ
る
」
と
述
べ
る
(
七
二
二
頁
)
。
(
お
)
注
(8)
前
掲
論
文
、
中
島
千
秋
「
楚
辞
と
史
記
と
の
「
漁
父
」
に
つ
い
て
」
。
(
お
)
小
嶋
政
雄
「
楚
辞
漁
父
筒
と
周
原
諦
」
(
『
大
東
文
化
大
学
紀
更
』
文
学
部
二
一
九
六
四
年
)
。
(
幻
)
馬
茂
元
等
「
楚
辞
注
釈
』
「
漁
父
」
(
湖
北
人
民
出
版
社
一
九
八
五
年
)
、
四
八
二
l
四
八
三
頁
。
(
お
)
金
関
誠
・
萱
洪
利
・
高
路
明
著
『
屈
原
集
校
注
』
「
漁
父
」
(
中
華
書
局
一
九
九
六
年
)
、
七
四
O
頁。
(
却
)
こ
こ
に
挙
げ
た
以
外
の
十
二
例
は
、
以
下
の
通
り
。
『
荘
子
』
内
稿
「
大
宗
師
稿
」
の
、
孟
子
反
・
子
琴
張
が
子
買
を
笑
う
話
、
外
相
胴
「
天
地
篇
」
の
、
漢
除
丈
人
が
子
貢
を
笑
う
話
、
「
秋
水
篇
」
の
、
貌
牟
が
公
孫
龍
を
笑
う
話
、
「
山
木
篇
」
の
、
荘
子
が
弟
子
を
笑
う
話
、
雑
篇
「
譲
王
篇
」
の
、
列
子
が
妻
を
笑
う
話
、
原
認
が
子
買
を
笑
う
話
、
伯
夷
・
叔
斉
が
叔
旦
・
武
王
を
笑
う
話
、
「
漁
父
鰐
」
の
、
漁
父
が
孔
子
を
笑
う
場
面
。
『
史
記
』
「
陳
丞
相
世
家
」
の
、
陳
平
が
絡
侯
を
笑
う
場
面
、
「
魯
仲
連
郷
腸
列
伝
」
の
、
魯
仲
連
が
平
原
君
を
笑
う
場
面
、
「
張
耳
陳
余
列
伝
」
の
、
越
の
養
卒
が
燕
の
武
将
を
笑
う
場
面
、
「
韓
長
謂
列
伝
」
の
、
韓
安
国
が
獄
吏
の
回
甲
を
笑
う
場
面
。
(
初
)
つ
い
で
に
言
え
ば
、
『
楚
辞
章
句
』
所
収
の
「
漁
父
」
の
中
に
は
、
否
定
的
周
原
像
と
肯
定
的
屈
原
像
と
が
混
在
し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
両
義
的
・
多
元
的
な
屈
原
像
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
屈
原
像
の
両
義
性
・
多
元
性
が
、
作
品
の
解
釈
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
、
そ
の
文
学
性
を
高
め
る
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
(
出
)
王
議
『
楚
辞
章
句
』
巻
一
「
離
騒
」
後
叙
に
よ
れ
ば
、
『
楚
辞
意
句
」
は
、
劉
向
が
編
纂
し
た
楚
辞
十
六
巻
の
テ
キ
ス
ト
に
、
王
逸
が
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
而
屈
原
履
忠
被
説
、
憂
悲
愁
思
、
調
依
詩
人
之
義
而
作
離
騒
、
:
遂
復
作
九
歌
以
下
、
凡
二
十
五
稿
。
楚
人
高
其
行
義
、
理
其
文
来
、
以
相
教
停
。
:
逮
至
劉
向
、
典
校
経
書
、
分
以
為
十
六
巻
。
・
・
・
今
匡
復
以
所
識
所
知
、
稽
之
奮
章
、
合
之
経
停
、
作
十
六
巻
章
句
。
雌
未
能
究
其
微
妙
、
然
大
指
之
趣
、
略
可
見
失
。
し
た
が
っ
て
、
屈
原
に
対
す
る
批
判
的
な
要
素
が
、
「
漁
父
」
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
し
て
も
、
玉
逸
が
テ
キ
ス
ト
自
体
に
筆
削
を
施
す
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
(
詑
)
底
本
は
「
共
」
に
作
る
。
『
漢
書
』
買
誼
伝
に
従
い
改
め
た
。
(
お
)
『
史
記
』
屈
原
賀
生
列
伝
「
弔
屈
原
賦
」
。
(
制
)
王
逸
「
楚
辞
章
句
』
巻
一
「
離
騒
」
後
叙
。
